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核
と
さ
れ
る
財
政

支
出
の
「
乗
数
効
果
」
に
は
、
論
理
矛
盾
が
あ
る
。
と
は
い
え
、
現
行
の
国
民
所
得

会
計
で
測
っ
て
い
な
い
「
価
値
」
を
生
み
出
す
な
ら
、
公
共
事
業
は
正
当
化
さ
れ
る
。

不
祝
期
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財
政
支
出
に
は
意
味
が
あ
る
こ
と
を
正
し
く
理
解
す
る
べ
き
で
あ
る
。

無
駄
な
公
共
事
業
消
費
を
繕
や
す
。
こ
の
波
及
業
を
放
置
し
て
失
業
手
当
を
こ
の
よ
う
に
、
駐
車
監
視
も
な
い
。
ま
た
、
無
駄
な
公
波
及
効
果
は
な
い
が
、
ち
ょ
加
さ
れ
る
。
ぜ
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か
ら
で
あ
る
。

効
果
が
続
け
ば
、
も
と
の
一
払
う
よ
り
は
ょ
い
と
言
う
。
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で
も
箱
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も
失
業
手
当
共
事
業
よ
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会
保
障
を
、
う
ど
そ
の
支
出
分
の
所
得
拡
も
し
そ
の
価
値
カ
投
入
額
結
局
、
均
衡
財
政
で
も
赤

失
業
手
当
と
同
じ
億
円
を
は
る
か
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超
え
る
所
そ
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理
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は
、
失
業
手
当
で
も
、
違
反
減
少
、
箱
物
、
と
言
っ
た
と
こ
ろ
で
、
同
じ
大
は
あ
る
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と
書
い
で
あ
る
。
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同
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五
十
兆
円
で
あ
れ
字
財
政
で
も
、
ま
た
失
業
手

バ
ブ
ル
崩
媛
以
降
、
い
ろ
得
と
支
出
の
増
大
が
あ
る
。
な
ら
当
初
の
需
要
増
加
は
な
何
も
し
な
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、
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い
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そ
れ
失
業
者
の
受
け
取
る
カ
ネ
の
均
衡
財
政
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数
は
て
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い
ば
、
国
民
の
受
げ
取
る
本
当
当
で
も
駐
車
監
視
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で
も
箱
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政
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が
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さ
れ
こ
の
倍
率
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で
あ
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。
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、
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事
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あ
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。
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で
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名
目
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あ
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あ
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働
が
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ま
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あ
と
の
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況
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だ
け
で
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字
国
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。
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